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解説 

 

ムクナ豆とパーキンソン病 
 

野元 正弘 1] 

 

1] 済生会今治病院 臨床研究センター 脳神経内科 
 

 

1, はじめに 

ムクナ豆は成分に levodopa が含まれてい

ることもあり、古くは古代インドの医療記

録であるアーユルベーダによると震えなど

の症状にも用いられた１。日本では江戸時代

には一般に食用として用いられていた２。現

在ではソラマメが一般的であり、食用とは

なっていないが、levodopa の補充のために

パーキンソン病の患者さんが自分で育てて

おられる方も少なくない（図１）３－５。本稿

ではムクナ豆のパーキンソン病への使用に

ついて概説する。 

 

2, 栽培について 

 日本では八升豆と呼ばれてきた。これは

一粒から多くの豆が収穫できることからの

名称という。栽培には工夫が必要で棚を作

り風通しの良い環境で生育させるなど技術

を要する。一方、雑草の繁殖を抑える作用

も確認されており農業へも応用される６，

７。豆の収穫には鞘をよく乾燥させ、硬い

殻から豆を収穫する必要があり、労力を要

するために機器が用いられる。なお、乾燥

時には風通しを良くしてカビが生えないよ

うに行う。ムクナ豆は生で食用にすると下

痢をしやすいため、煮て食べられていた。 

 

 

 

 

図１ パーキンソン病患者さんによる

当地での取り組み（1 例） 
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3, 成分と作用 
１）パーキンソン病について 

ムクナ豆の levodopa 含有量については多

くの報告がある８，９。豆を一晩水に浸してお

く と 、 levodopa は 水 に溶 け だ し 、 豆 の

levodopa 含有量は約半量となった。軽く炒

っ て 表 面 が少 し 焦 げ る 程 度 で あ る と 、

levodopa の成分は減少せずに、香ばしいき

な粉にすることができた。成分を調べると

levodopa の含有量は５％程度で、豆 1 個の

重量が１ｇであり 1 個当たり 50 ㎎、４個で

100 ㎎の levodopa が含まれていた（表１）
１０。ムクナ豆を粉末にして服用すると血中

の levodopa 濃度が上昇し、錠剤と同様にパ

ーキンソン病症状の改善することは double 

blind trial でも確認されている（図２）１１。

筆者も空腹時に飲んで levodopa を測定して

みたが、血中濃度は上昇し、錠剤服用時と同

様に倦怠感を感じた。調理では levodopa を

除くことも目的とされ、水に浸したり煮る

ことで含有量を減らしていた９。 

パーキンソン病においてムクナ豆服用時

の動態や効果についてはこれまで多くのデ

ータがあり、levodopa の動態や効果は確認

されている１１。levodopa 単剤時と比較する

とムクナ豆服用時の levodopa 動態では代謝

物質の 3-OMD 濃度が低かった。このこと

から levodopa を代謝させるカテコール-O-

メチルドパ代謝酵素の阻害酵素(COMT 

inhibitor)の含まれることが推測される。ま

た、この動態は levodopa とソラマメを同時

に服用した時でも観察される１２。COMT 阻

害薬は levodopa の代謝を抑制し血中濃度を

上昇させて levodopa 利用率を上昇させるこ

とからパーキンソン病の治療に応用されて

いる。エンタカポン、オピカポンが用いられ

ており、いずれも副作用として下痢が知ら

れている。ムクナ豆を食用としたときに下

痢が起こるとされ、この作用を避けるため

に服用前に水で煮ることが勧められてきた
９。これは煮ることにより豆に含まれる

COMT 阻害作用を弱めることになってい

たと想像される。 

２）その他の作用について 

ムクナ豆の作用については多くの基礎的

研究がなされ報告されている。免疫系への

作用する可能性や、認知症や神経変性疾患

に対する効果を期待した論文もみられる１，

１３－１５。しかし、現在のところ、いずれも

可能性を期待する基礎的検討であり、臨床

試験を行いエビデンスとして取り上げるこ

 

表１ ムクナの levodopa 含有量 

図２ パーキンソン病の運動症状に対

するムクナの効果１１ 
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とのできる報告は見当たらない。現時点で

は、副反応に注意しながら食品として楽し

むものとして位置付けるべきである。 

 

4, ムクナ（ハッショウマメ）と医療 
ムクナは成分の５％程度に levodopa を含

んでいる。1 個１g 程度であり、4 個で 100

㎎の levodopa が含まれている。パーキンソ

ン病で用いる levodopa 製剤は DCI(ドパ脱

炭酸酵素阻害薬)と合剤となって 100 ㎎の

levodopa を含んでおり、levodopa の単剤と

比べると 5 倍程度の効果を認める。ムクナ

は 4g で 100 ㎎であり、治療で用いる

levodopa 製剤と比べると作用は強くない。

ただ、levodopa 合剤と一緒に服用すると

DCI が作用するので、４ｇでは 100 ㎎錠 1

錠の合剤と同程度の作用が予想される。

DCI の作 用時間は短 いので 夕方など、

levodopa 製剤の効果の切れる谷間のオフ期

では DCI の作用も低下しており、levodopa

錠剤よりも作用は低い。オフ期は患者さん

によって、また日によって大きな差がある

ので、自分の体調に合わせて摂ることが勧

められる。オフ期に加えて就寝時の服用で

は睡眠中の寝返り動作の改善が期待される

ので、水分補充を兼ねて就寝時に摂ること

は試みてよいであろう（図３）。医療上の位

置つけは食品であり、販売時は効能を歌わ

ない限り成分として扱われる１６。1 年間程

度の⾧期の保存でも levodopa を含めて成分

には大きな変化のないことが報告されてい

る１７。なお、販売されているムクナ豆では

炒った豆を、そのままお茶として楽しむこ

とも記載されている。ただこの摂り方では

摂取する levodopa 量が少なくパーキンソン

病症状への効果は期待できない。 

ドパの副作用としては幻視や妄想、介護

への抵抗、リピドーの亢進などが起こり１８、

ムクナ豆の服用でも報告されている１９。ム

クナ豆 4 個（4g）あたり 100 ㎎程度の

levodopa を考慮して、適切に摂って楽しん

で頂くことを再度確認したい。 

 

5, まとめ 
ムクナ豆のパーキンソン病の運動症状へ

の効果について概説した。単回投与での

levodopa の動態と運動症状への効果は確認

されている。⾧期の効果については確認さ

れていない。また、免疫や神経変性について

の作用も期待されているが、確認された報

告はない。現在は、薬物治療の補助食品とし

て薬物治療の効果不十分時や症状のオフ時

に合わせて、上手に使っていただき楽しん

で使うことをお勧めしたい。 

 

 

 図３ パーキンソン病治療と運動症状の変

動（例） 
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